	業 務 処 理 区 分
	コード
	入力方式

	当座勘定
	照　会
	暗証番号（戸田分館）
	２１４１８１
	権限者１鑑


	概　要
	


「入金・払戻請求（戸田分館）」により付された取引内訳番号を指定して、暗証番号の照会を行います。
この場合、「暗証番号（戸田分館）」において、指定することができる取引実行日は、当該電文の送信日またはその翌営業日に限ります。
ただし、次の場合には、暗証番号の照会を行うことはできません。
（１）「入金・払戻請求（戸田分館）」にもとづく引落が完了している場合。
（２）「入金・払戻請求（戸田分館）」について、取消を行っている場合。
（３）「入金・払戻請求（戸田分館）」について、車両番号単位の払戻請求を取消している場合において、当該車両番号分の照会を行うとき。
	入力画面
	


（基本領域）
	■214181 当座勘定・照会
■暗証番号（戸田分館）

	取引実行日
	　　　①　　　

	取引内訳番号
	　②　

	
	　③　

	
	　④　

	
	　⑤　

	
	　⑥　

	
	　⑦　

	
	　⑧　

	
	　⑨　

	□入力データ固定　　パスワード　　　　⑩　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　取引実行日（送信日またはその翌営業日に限ります。）を入力します。
年月日（和暦または西暦のいずれか一方）を入力してください。

（例）令和２年４月１日　（和暦）……［020401］
　　　　　　〃　　　    （西暦）……［20200401］
取引実行日を送信日とする場合にはこの入力を省略することができます。
②～⑨　　取引内訳番号を入力します。
（例）［1000121］
複数の取引内訳番号の入力を行う場合には、②の手順を③から最大⑨まで連続して繰返してください。連続して繰返さなかった場合にはエラーとなります。

また、同一の取引内訳番号を入力した場合にはエラーとなります。
⑩　　センターに登録した権限者パスワードを入力します。
センターに登録した権限者パスワード（各入力者で設定した類推され難いパスワー　　ド）（注）を入力します。この場合、入力した権限者パスワードは、「●●●●●●●●」等と適宜の符号により表示されます。

（注）権限者が、連続して４回、他の端末操作手順を含め誤入力した権限者パスワードをもって送信した場合には、当該権限者のＩＤの使用は差し止められます。この場合、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：031202）に従い権限者のパスワードを初期化します（詳細については、利用細則（共通事務）第１編Ⅳ．４．（７）を参照してください。）。
⑪　　権限者カードが装填されていることを確認します。
権限者カードがＩＤカードリーダ／ライタに装填されていることを確認し、 実行 ボタンを押します。
	出力帳票
	


（別領域）（注）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　（2141-00400）
	※確認後は「閉じる」を押下して下さい（「×」は押下不可）。

	■出力不可　　                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1件目/ 1件中

	暗証番号（戸田分館）
取引実行日            
取引内訳番号  　暗証番号
　　　　　　　　　　　　　　                          


	　印　刷　　印刷プレビュー　　閉じる　


（注）「出力不可」チェックボックスを指定し、 閉じる ボタンを押した場合には、当該ボタンを押した者以外の者は、当該ボタンが押された電文の出力を行うことができません。本出力帳票は第三者への機密漏洩を防止する観点から、必ず「出力不可」設定を行ってください。
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